
　　平成２４年９月２８日（金）午後２時　玉名市福祉センター 会議室Ｂ
　に招集した。

１．本日の出席委員は、次のとおりである。

１番  東　  令佐 ２番　取本　一則 ３番　清田　順次 ４番　西川　英文

５番　井上　清晴 ６番　鶴田　克士 ７番　永田　知博 ９番　荒木ひろ子

10番　坂本　誠二 11番　竹下　宏介 12番　坂西　孝之 13番　本田多美子

14番　森川　正志 15番　丸山　近信 16番  田辺　信之 17番　鍬本　勝利

18番　荒木まつ子 19番　大野　金生 20番　福田　友明 22番  原口　邦弘

23番　小路　修三 24番  德井　勝美 25番　田上　  均 26番　小島　昌文

27番　植田　勇一 28番　三川　  了 29番　田上　輝行 30番　米野　旨雄

31番　松本　哲海 32番　生田三之利 33番　谷川　文武 34番  岩永　幹生

35番　池本　信秋 36番　小田　　募

８番　永田　達三 21番  田上  　一

１．傍聴者数は、次のとおりである。

   ０ 名

１．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　永井 正治 次長　西村　則義 係長　二階堂　正一郎

主任　宮田 正文 主任　清田  静香

管財課課長補佐　藤森　竜也　管財課新庁舎建設係係長　西　正宏

管財課新庁舎建設係主任　德永　信太

１．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   １名

議　題

第　５２号  農地の所有権移転許可申請について（３条許可分）

第　５３号  農地の賃貸借権設定許可申請について(３条許可分)

第　５４号  農地の使用貸借権設定許可申請について（３条許可分）

第　５５号  農地の転用許可申請について（４条許可分）

第　５６号  農地の転用許可申請について（５条許可分）

第　５７号  農用地利用集積計画の決定について

１．本日の欠席委員は、次のとおりである。
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報　告

第　２４号  農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）

第　２５号

第　２６号  許可不要転用届について

  農地の形状変更届について
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１．開 会 

○事務局長（永井正治君） 定刻になりました。ただいまより、総会を開会いたします。

それでは現在の出席委員は、委員３６名のうち永田達三委員、田上一委員２名の方

から欠席の届けが出ております。３４名の出席でございますので、玉名市農業委員

会会議規則第６条の規定によりまして、会議は成立しております。ただいまから平

成２４年第１０回の玉名市農業委員会総会を開催いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（永井正治君） まず、東会長より、ご挨拶をいただきまして、引き続き会

議規則第４条により、議長をお願いし進行をしていただきます。よろしくお願いし

ます。 

○会長（東 令佐君） 皆さんこんにちは。本日は、何かとお忙しい中、出席いただき

ましてありがとうございました。それでは早速ではありますが、議事に入りたいと

思います。 

本日の議案は、第５２号より第５７号まで５３件と、報告１９件が提案されてお

ります。慎重なる審議よろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○議長（東 令佐君） 本日の議事録の署名委員は、鶴田委員と永田知博委員にお願い

いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議事 

○議長（東 令佐君） 議第５２号、農地法第３条、農地の所有権移転許可申請につい

てを議題といたします。事務局より説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議案書の１ページをお願いします。議第５２号、農地の所

有権移転許可申請について。農地法第３条第１項の規定による下記農地の所有権移

転許可申請について許可するものとする。平成２４年９月２８日提出、玉名市農業

委員会会長、東令佐。 

１番、岱明町と長洲町の申請人で、申請物件が岱明町の田１,１２４㎡他６筆、

計６,６４８㎡を子へ一括贈与するものです。 

２番、伊倉北方の申請人で、申請物件が大浜町の田２,５６５㎡他１筆、計４,７

００㎡を甥の子へ贈与するものです。 

３番、両迫間と横島町の申請人で、申請物件が両迫間の田２,０６３㎡他２筆、

計３,５３４㎡を労力不足と規模拡大による売買です。 
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４番、両迫間と横島町の申請人で、申請物件が両迫間の田１,２４１㎡を労力不

足と規模拡大による売買です。 

５番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田３１７㎡他１筆、計６６０㎡を

子へ贈与するものです。 

６番、大浜町、東京都東久留米市と山田の申請人で、申請物件が山田の畑２４８

㎡を労力不足と耕作便利による売買です。 

７番、中坂門田の申請人で、申請物件が中坂門田の田１,０３９㎡他１筆、計３,

６１１㎡を子へ贈与するものです。 

８番、岱明町の申請人で、申請物件が岱明町の畑６１㎡を相手方の要望と耕作便

利による売買です。 

９番、築地を横島町の申請人で、申請物件が横島町の田９０１㎡を農業廃止と規

模拡大による売買です。 

１０番、横島町と熊本市の申請人で、申請物件が横島町の田５３６㎡を労力不足

と規模拡大による売買です。 

１１番、横島町と熊本市の申請人で、申請物件が横島町の田２,６２１㎡他１筆、

計３,４８１㎡を労力不足と規模拡大による売買です。 

以上１１件、２万５,６２１㎡をご提案申し上げております。農地法第３条第２

項各号の禁止規定に照らし申請内容を審査しました。取得後のすべての農地を利用

すること。機械、労働力、技術、地域との関係から見ても問題ないこと、下限面積

要件も超えていることから、許可要件のすべて満たしているものと判断しましたの

でご提案いたしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。受付番号１番より順次担当委員の説明を

お願いいたします。 

○２４番（德井勝美君） １番の案件について説明します。 

譲渡人と譲受人は親子関係で、譲受人は結婚されてから隣り町に住んでおられま

す。一緒に農業、イチゴや米を頑張っておられます。また、下限面積も満たされて

おり、子への一括贈与ということで許可相当と判断いたします。 

○議長（東 令佐君） ２番。 

○１２番（坂西孝之君） 甥の子への贈与ということであります。甥御さんも７５、６

歳になっておられますので、甥御の子どもは４５歳ですか、何ら問題はなく許可相

当と判断します。 

○議長（東 令佐君） 次、３番。 

○２６番（小島昌文君） ３番、４番ともに譲渡人は労力不足、譲受人は規模拡大で、

譲受人は米や里芋を栽培しておられます。また、下限面積も満たしており許可相当
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と判断します。 

○議長（東 令佐君） 次、５番。 

○２７番（植田勇一君） ５番について説明します。譲受人と譲渡人は親子関係で、一

緒に農業に従事されており、作付は米とイチゴ等です。下限面積も満たされており、

贈与ということで許可相当と判断いたします。 

○議長（東 令佐君） 次、６番。 

○４番（西川英文君） この案件はですね、譲渡人の土地と譲受人の土地が隣接地であ

りまして、非常に耕作便利だということで許可相当と判断します。 

○議長（東 令佐君） ７番。 

○１３番（本田多美子君） これは子への贈与ということで許可相当と判断いたします。 

○議長（東 令佐君） 次、８番。 

○２３番（小路修三君） これは譲渡人の相手方の要望と、また譲受人の耕作便利とい

うことで何ら問題ありません。 

○議長（東 令佐君） ９番。 

○２６番（小島昌文君） 譲渡人は農業廃止、譲受人は規模拡大で、譲受人は菊を栽培

しておられます。まだ申請地を取得しても５０アール以上にはなりませんが、今回

同時に賃貸借権設定契約も申請も上がっており、それと合わせて承認されると下限

面積を満たすことになるので、許可相当と判断します。 

○議長（東 令佐君） １０番。 

○２８番（三川 了君） １０番の案件について説明します。譲渡人は労力不足、譲受

人は規模拡大で、譲受人はレタスやキャベツを栽培されています。また、下限面積

も満たされており、許可相当と判断します。 

○議長（東 令佐君） 次、１１番。 

○２６番（小島昌文君） 譲渡人は労力不足、譲受人は規模拡大で、譲受人はベビーリ

ーフやレタス、キャベツを栽培しています。下限面積も満たしており許可相当と判

断します。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。ご意見、ご質問はありません

か。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） 意見がないようでございますので、採決に移ります。 

農地法第３条農地の所有権移転許可申請について、９番については５３号６番が

決定されたとき、他については原案どおり決定することに異議のない方は挙手をお

願いいたします。 

(全員 挙手) 
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○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、第５２号は９番の他については許可す

ることに決定いたしました。 

議第５３号、農地法３条、農地の賃貸借権設定許可申請についてを議題といたし

ます。事務局より説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第５３号、農地の賃貸借権設定許可申請について。農地

法第３条第１項の規定による下記農地の賃貸借権設定許可申請について許可するも

のとする。平成２４年９月２８日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

１番、青野の申請人で、申請物件が青野の田９５０㎡他７筆、計９,７０４㎡を

労力不足と相手方の要望により、平成２４年１０月１日から１０年間の契約をする

ものです。 

２番、天水町の申請人で、申請物件が天水町の田１,６９９㎡を労力不足と規模

拡大により、平成２４年１０月１日から１０年間の契約をするものです。 

３番、天水町の申請人で、申請物件が横島町の田１,０１８㎡を労力不足と相手

方の要望により、平成２４年９月２８日から５年間の契約をするものです。 

４番、横島町と天水町の申請人で、申請物件が横島町の田２,２１４㎡を労力不

足と相手方の要望により、平成２４年９月２８日から１年間の契約をするものです。 

５番、横島町と天水町の申請人で、申請物件が横島町の田６３８㎡他２筆、計２,

３１３㎡を労力不足と相手方の要望により、平成２４年９月２８日から５年間の契

約をするものです。 

６番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田１,７４４㎡を労力不足と規模

拡大により平成２４年１０月１日から５年間の契約をするものです。 

以上６件、１万８,６９２㎡をご提案申し上げております。農地法第３条第２項

各号の禁止規定に照らし、申請内容を審査しました。取得後のすべての農地を利用

すること。機械、労働力、技術、地域との関係などを見ても問題ないこと、下限面

積要件も超えていることから、許可要件のすべて満たしているものと判断しました

ので、ご提案いたしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。受付番号１番より順次、担当委員の説明

をお願いいたします。 

○１３番（本田多美子君） これは申請理由として労力不足、相手方の要望ということ

で許可相当と判断いたします。 

○議長（東 令佐君） 次、２番。 

○３３番（谷川文武君） 貸人より借人へ、労力不足と規模拡大のため１０年間の賃貸

契約です。何ら問題はありません。 

３番については、労力不足と相手方の要望ということで、これも問題ありません。
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４番、田んぼ２反２畝の１年間の賃貸の契約、同じく問題ありません。 

５番の物件、これも許可相当と判断します。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、６番。 

○２６番（小島昌文君） ６番の件を説明します。貸人は労力不足、借人は規模拡大で、

借人は所有のすべてを耕作しており、労力及機械等許可条件を満たしており、現在

耕作面積は５０アール以上にはなりませんが、今回同時に所有権移転の申請も上が

っており、それと合わせて承認されると下限面積も満たすことになります。よって

許可相当と判断します。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。この案件でご意見、ご質問は

ありませんか。 

(なしの声) 

○議長（東 令佐君） ないようでございますので、採決に移ります。 

農地法第３条、農地の賃貸借権設定許可申請について、原案どおり決定すること

に異議のない方は挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第５３号及び議第５２号９番につい

て、許可することに決定いたしました。 

議第５４号、農地法第３条、農地の使用貸借権設定許可申請についてを議題とい

たします。事務局より説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第５４号、農地の使用貸借権設定許可申請について。農

地法第３条第１項の規定による下記農地の使用貸借権設定許可申請について許可す

るものとする。平成２４年９月２８日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

１番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田８６５㎡他４筆、計８,５１３

㎡を農業者年金受給に伴う経営移譲で、平成２４年１０月１日から１０年間契約を

するものです。 

２番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田８００㎡を農業者年金受給に伴

う未相続農地の貸付で、平成２４年１０月１日から１０年間契約をするものです。 

３番、天水町の申請人で、申請物件が天水町の畑１１５㎡他９筆、計５,６８５

㎡を農業者年金受給に伴う経営移譲で、平成２４年１０月１日から１０年間契約を

するものです。 

４番、天水町の申請人で、申請物件が天水町の畑１,３４３㎡他８筆、計１万６

９３㎡を農業者年金受給に伴う経営移譲で、平成２４年１０月１日から１０年間契

約をするものです。 

以上４件、２万５,６９１㎡をご提案申し上げております。農地法第３条第２項
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各号の禁止規定に照らし、申請内容を審査しました。取得後のすべての農地を利用

すること。機械、労働力、技術、地域との関係などを見ても問題ないこと、下限面

積要件も超えていることから、許可要件のすべて満たしているものと判断しました

ので、ご提案いたしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。受付番号１番より、担当委員の説明をお

願いいたします。１番。 

○２５番（田上 均君） まず、１番の案件ですが、貸し借りの関係は親子関係で、既

に後継者は農業に従事しております。経営を移譲して、農業者年金受給を受けるも

ので、許可相当と判断します。 

２番の案件につきましては、１番と関連しておりまして、同一家族で未相続分が

ありまして、本件も後継者に経営移譲し、農業者年金受給を受けるもので、許可相

当と判断をします。以上です。 

○議長（東 令佐君） ３番。 

○３４番（岩永幹生君） ３番について、農業者年金受給のための子どもさんへの経営

移譲で、許可相当と判断いたします。 

○事務局長（永井正治君） ４番につきましては議事参与で、当事者が農業委員さんが

本人さんということで、審議が同席ではできないということで、一応３番まで終わ

りまして退席していただいた後、４番の審議に入ります。 

○１２番（坂西孝之君） ２番についてちょっとお尋ねしますけれども、９５歳と結構

高齢ですけれども、今から初めて農業者年金をこの方は受給されるわけですか。 

○２５番（田上 均君） いえ、もう既に受給されております。再設定になります。 

○１２番（坂西孝之君） わかりました。 

○議長（東 令佐君） 他に質問はございませんか。 

(なしの声) 

○議長（東 令佐君） それでは、採決に移りたいと思います。 

１番から３番まで、原案どおり決定することに異議のない方は挙手をお願いいた

します。 

(全員 挙手) 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第５４号、１番から３番までは許可

することに決定いたしました。 

 ４番については、申請者が農業委員さん本人となっており、農業委員会法第２４

条第２次農業委員会会議規則第１０条の規定に基づき、議事参与の制限があります

ので、退席をお願いいたします。 

― ３４番 岩永委員 退室 ― 
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○議長（東 令佐君） それでは担当委員より説明をお願いいたします。 

○３６番（小田 募君） これも農業者年金受給のための経営移譲で農業後継者ですの

で許可相当と判断いたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。この件でご意見、ご質問はありませんか。 

(なしの声) 

○議長（東 令佐君） 異議がないようでございますので、採決に移ります。 

農地法第３条、農地の使用貸借権設定許可申請について、議第５４号４番につい

て原案どおり決定することに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第５４号、４番は許可することに決

定いたしました。 

― ３４番 岩永委員 入室 ― 

○議長（東 令佐君） この後、転用の審議に入りますが、その前に今回は農地法第４

条、第５条両方に市役所新庁舎の案件が申請されておりますので、玉名市管財課よ

り説明の後、農地法第４条の審査へ進めてまいります。 

それでは説明をお願いいたします。 

○管財課課長補佐（藤森竜也君） 新庁舎の建設計画をですね、今回転用申請で出して

おりますので、その概要について説明させていただきます。 

 新庁舎の建設予定地ですけれども、ここに場所が決まった経緯であるとか、庁舎

の必要性であるとかですけども、今日は割愛させていただきます。もうこの場所に

新庁舎を建てるものとしてのご説明をさせていただきます。 

現在ありますこの福祉センターのですね、ちょうど真上から撮った航空写真がご

ざいますので、それに建設予定地をこの赤い線で引いております。都市計画道路で

すね、今度都市計画道路も市民会館の新しい会議室等の北側、また勤労者体育館の

北側、体育館とかの市民会館の裏に水路が通っておりますが、この水路のところま

でのこのほぼ長方形の部分、東西約１００ｍ、南北２００ｍほどございます。この

部分に建物は建てます。それからこの福祉センターの北側のですね、この道路で囲

んだ部分につきましては、駐車場にする予定でございます。詳細については次のペ

ージでご説明いたします。 

ちょうど合同庁舎の東側に当たり、この黄色い部分のこの黒で囲った部分が庁舎

の本体の建物に、また、東側に附属棟といいますか、倉庫棟であったりそういった

ものを建てます。それから庁舎の北側と東側については公用車の駐車場でございま

す。公用車の駐車場は庁舎の裏側と東側に造ります。それから南側にはですね、一

般の方々の駐車場になります。入り口が大体３カ所、庁舎の玄関の前に入って来る
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部分と、南側に一般用の方用に２カ所、公用車の出口ということを考えていまして、

裏道路線で一番北側に出入口をつけております。道路からは３カ所です。緑色の部

分が緑地と、調整池でございます。これは５,０００㎡以上の開発をする場合はです

ね、必ず開発行為の許可というものが必要でございまして、これは県の許可ですが、

周辺に悪影響を及ぼすことのないよう、排水をですね、一旦ここにプールするよう

な調整池の設置が義務づけられておりまして、基準は、県の開発行為の許可基準に

沿って協議を行った結果、必要な面積、深さで設定しております。一般の駐車場に

ついては大体２２３台分です。内身障者駐車場用も５台はございます。それから、

先ほど言いました公用車の駐車場については、９４台、今ある台数よりも若干減ら

したところで効率化を図りたいと思っております。 

それと、もともとですね、ここの部分に農業用の里道が通っておりますので、こ

のちょうど庁舎の真下ぐらいに通っておりますので、この部分はこの北側にですね 、

付け替える予定でございます。幅は十分確保した上で付け替えをする予定です。大

体平面計画図については以上でございます。 

排水計画でございますが、計画地は、元の駐車場とか建物のラインがある程度残

っているんでわかるかと思いますけども、いわゆる側溝を伝ってこの調整池に全部

をまとめて、この開発した区域に降った雨はすべてこの調整池に流れ込むと。増水

したらこちらの東側の水道のほうにこの出口からですね、出すということにしてお

ります。北側については、降った分はすべて東南の角のところに、暗渠を通してこ

の東側の水路に流すというような排水計画でございます。 

全体の計画概要でございますけども、農地転用の面積は北側、東側合わせて２万

６,９７０㎡でございます。東側が２万１９９㎡と北側が６,７７１㎡です。 

建物の構造等について、構造についてはＦＲＰ構造という、鉄骨鉄筋コンクリー

ト構造というものでございます。附属棟もですね、東側の平屋の部分については普

通の鉄筋コンクリートでやる。建築面積ですね、いわゆる１階の建物の大きさとい

いますか、建物の底の面積というんですかね、それは駐車場と附属棟と合わせて４,

５４４㎡、それから一番建物の大きさ延べ床面積です。すべての４階までの面積を

足した分、床面積を足した分は１万４８９㎡です。庁舎の本棟だけでいいますと１

万１７９から８０ぐらいですね。と附属棟が３００㎡ちょっとございますので合せ

てこの面積になります。本棟の階数は地上４階建て、エレベーターを東西に２基配

置するように計画しております。 

簡単ですけど以上で、新庁舎の概要についてご説明いたしました。 

○議長（東 令佐君） それでは、何か質問はございませんか。 

○１０番（坂本誠二君） 大体完成予定はいつ頃なんでしょうかね。 
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○事務局長（永井正治君） 完成予定は平成２７年の１２月を予定しております。 

○１０番（坂本誠二君） ああ、はい。 

○議長（東 令佐君） 他にございませんか。 

○３番（清田順次君） ちょっと質問よろしいですか。例えば、特例債では何割ぐらい

国から支出があるんですか。玉名市が負う部分というのはどのくらいあるんでしょ

うか。 

○ 管財課課長補佐（藤森竜也君） 総事業費に対してどのくらい国からの補助がある

かというご質問だと思いますけども、補助金という名称ではありません。合併特例

債というのを使います。合併特例債というのがですね、事業費の９５％まで起債で

きます。ただ、全部がですね、対象じゃありませんので、大体９割ぐらい合併特例

債になってきます。その元利償還金の７割が国から返ってくるという計算です。で

すので約３分の２はですね、国からお金が交付税として返ってきます。元利償還金

の７割が返ってきますので、元利、お金を返すときの年度にそれぞれ約事業費の３

分の２が返ってくるような計算になっております。 

○３番（清田順次君） はい、わかりました。 

○議長（東 令佐君） それでは、これより審議に入ります。議第５５号、農地法第４

条、農地の転用許可申請についてを議題といたします。事務局より説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第５５号、農地の転用許可申請について。農地法第４条

第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平

成２４年９月２８日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

１番、申請物件が、岩崎の田１５０㎡他１３筆、計５,１０１㎡で、転用目的が

職員用駐車場です。農地区分は玉名地域振興局よりおおむね７００ｍ以内の農地で、

第２種農地に該当し、申請地以外に適当な代替地がないものと判断しております。 

以上１件、５,１０１㎡をご提案申し上げております。申請内容を農地転用許可

基準すべての項目ごとに適合するか否か審査しました結果、いずれも不都合がない

ものと判断しましたのでご提案申し上げております。地元委員さん同道の上、現地

調査を行っておりますので、よろしくご審議をお願いいたします 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。担当委員の説明をお願いいたします。 

○３番（清田順次君） 当該議題は、玉名合同庁舎、先ほど来、ご説明がありました北

側に位置し、玉名市役所職員駐車場に対する３３６台の転用申請であります。合同

庁舎東北東側に都市計画道路、右側に出入口を設置するというふうな譲渡するもの

であります。雨水は出入り口付近に排水施設をつくり、都市計画の道路をまたぎ用

水路に排水をしております。下流域に問題はなく、許可相当であります。なお、用

水路は上流等より土砂の堆積があるというふうなことで、適切な検証が必要である
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と思われます。以上でございます。 

○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。ご意見、ご質問はありません

か。はい、どうぞ。 

○１３番（本田多美子君） 職員用駐車場は３８０台ですか、３６０台。５８０かその

くらいいらっしゃると思うんですけど、残りはどう考えてますか。 

○管財課課長補佐（藤森竜也君） はい、職員駐車場については、先ほど説明したとき

に３３６台と、今職員五百数十人おりますけども、事務職員すべてが新庁舎に入る

わけじゃございません。例えば保育所であったり給食センターであったり、施設に

勤務する職員も多々おりますので、大体ですね、この新庁舎に４００人入ると思い

ます。３３６台、若干足りないかもしれませんけども、例えば距離の制限をすると

か、そういった方法を、何らかの方法を取らないといけないと思っております。 

○ ２３番（小路修三君） ２階建てのような駐車場をつくったらどがんですかね。一

般のお客もゆっくり車を停められるように２階建てか３階建てぐらいの駐車場をつ

くって、計画をしたら。 

○管財課課長補佐（藤森竜也君） 一般の方の駐車場は東側の建物の南のほうにですね、

２２３台分設けています。これは、今の現庁舎の倍以上になりますので、かなり十

分とは思っております。必要以上とも思っていますけども、それほどぎすぎすでは

ないというのはご理解していただいて構わないと思います。道を渡らずにですね、

庁舎のところの駐車場で十分足りると思っております。それと２階建てについては、

ちょっと今の段階ではお答えしにくいですけども、利用状況を見てまた考えていか

れるかもしれないと思っております。 

○２番（取本一則君） 将来の玉名市の職員の定数っていうのは４００から増えるので

すか、減るのですか、予定では。定数が減数すれば十分足りるね、駐車場は。職員

数が減ってくれば。 

○管財課課長補佐（藤森竜也君） 定数の定員管理適正化計画というのが人事課のほう

で作ってありますけども、２８年度までだったと思うんです。それ以降のはつくっ

ていないんですが、２８年度までに減ったからといってそれからも同じようにずっ

と減っていくとは私は思っておりません。 

○２番（取本一則君） ２８年度で何人ですか。 

○管財課課長補佐（藤森竜也君） ２８年度で、全部で５２０ぐらいだったと記憶しと

るんですけども、先ほど申しましたとおり他の支所とか、施設、広域署、給食セン

ター等ございますんで、庁舎に入る人数にはですね、減らないと思っています。実

際、今も減っているのは今本庁におる人間じゃなくて、外に、出先におる人間のほ

うが減っておりますんで、今後も庁舎建設後もですね、それほど大きく減るという
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ことはないと思います。 

○２番（取本一則君） もう１ついいですか。先ほどちょっと言おうかなと思ったけど

も、公共交通機関あたりでも通勤っていうか、あそこをバス路線として今も通って

いるのかな。 

○管財課課長補佐（藤森竜也君） ありますね。 

○２番（取本一則君） 今は、マルエイさんのところで今都計道路が止まって、今、国

道のほうに工事をやってつくっているでしょ。あれが貫通すれば向こうからバス路

線とかそういうのが、入ってくる予定になるのか。そうすると、あそこらあたりか

ら公共交通機関あたりを使って、庁舎に通勤できるのもありますね。そういうのも

あわせてやっぱり考えてみると。 

○管財課課長補佐（藤森竜也君） バス路線についてはですね、おっしゃるようにあの

道路が完成後、どういうふうに回すかというのはですね、協議を担当課と一緒に、

またバス会社も一緒に協議するんですけども、あの道路沿いにある家はそうはない

からですね、今総合庁舎、県の県事務所前を通ってる路線がすべて動くっていうこ

とはまずないかというような見込みです。ただ、一部はですね、やっぱり市役所前

ですのでもちろん動くだろうと。ただ、あとバスで通勤ができるのかというのはで

すね、かなり路線はあっても便数の問題がありますので、その便数も庁舎を建てる

際に各路線を調べてみましたけども、やはり通勤時間帯と帰る時間帯にバスで乗れ

る人等に、非常に路線的には少ないし、一部に限られますので、自家用車に頼らざ

るを得ないかなという見方はございます。 

○２番（取本一則君） 玉名市の循環バスが大学を九州看護福祉大学を入れての循環、

右回り左回り、回っておりますけど。そこらあたりには新玉名駅もありますけど、

通過して来ているんでしょ。そこらあたりから新玉名駅とこの新庁舎、また旧玉名

駅あたりを加味したところのですね、民間バスの検討をしていってもらえればと。 

ますます高齢化社会になりますので、自家用運転じゃなくて公共交通機関を使って

ね、考えていただくと。よろしくお願いします。 

○議長（東 令佐君） 先に進めたいと思います。議第５５号について、他質問はござ

いませんか。 

(なしの声) 

○議長（東 令佐君） ないようでございますので、採決に移ります。 

農地法第４条、農地の転用許可申請について、原案どおり許可相当と意見決定す

ることに異議のない方は、挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第５５号は許可相当と意見決定する
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ことに決定いたしました。 

議第５６号、農地法第５条、農地の転用許可申請についてを議題といたします。

事務局より説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第５６号、農地の転用許可申請について。農地法第５条

第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平

成２４年９月２８日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

 １番、申請物件が岩崎の田９３５㎡他２０筆、計２万１９９㎡で、転用目的が、

市庁舎他でございます。農地区分は、上下水管が埋設された道路沿い、各保育園、

小児科医院が５００ｍ以内に所在する農地で、第３種農地と判断しております。 

 ２番、申請物件が岩崎の田１１９㎡他８筆、計１,６７０㎡で、転用目的が職員用

駐車場です。農地区分は、玉名地域振興局よりおおむね７００ｍ以内の農地で、第

２種農地に該当し、申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

３番、この案件は、前回の総会議に保留の関係で、申請物件が天水町の畑１２５

㎡で、転用目的が農道、進入路です。農地区分は、住宅の連担する区域に近接する

農地で、第２種農地に該当し、申請地の他に適当な代替地がないものと判断してお

ります。 

４番、申請物件が両迫間の田１,６５１㎡で、転用目的が４棟の建売住宅です。

農地区分はおおむね１０ヘクタール以上の規模の農地内にある農地で、第１種農地

と判断しております。第１種農地は、原則不許可でございますけれども、申請に係

る土地の周辺地域において、居住する者の日常生活上必要な施設で集落に接続して

設置されるものということで、例外的に許可が可能でございます。 

 ５番、申請物件が山田の畑４５㎡で、転用目的が車庫です。農地区分は、住宅の

連担する区域に近接する農地で、第２種農地に該当し、申請地の他に適当な代替地

がないものと判断しております。 

 ６番、親子間での使用貸借で、申請物件が中の畑２９２㎡で、転用目的が個人住

宅です。農地区分は、都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判

断しております。 

 ７番は、申請物件が河崎の田２１４㎡で、転用目的が貸倉庫及び貸車庫でござい

ます。農地区分は、住宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農地に該当し、

申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

 ８番、申請物件が寺田の畑４４９㎡で、転用目的は個人住宅です。農地区分は、

都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と判断しております。 

 ９番、申請物件が寺田の畑６８５㎡で、転用目的が公民館及び駐車場です。農地

区分は、住宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農地に該当し、申請地の他
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に適当な代替地がないものと判断しております。 

 １０番、個人と会社間での使用貸借で、申請物件が寺田の畑４５６㎡他１筆、計

１，３９４㎡で、転用目的が飲食店店舗です。農地区分は、中山間地域に存在する

農地で、第２種農地に該当し、申請地の他に適当な代替地がないものと判断してお

ります。 

１１番、申請物件が、三ツ川の畑４８０㎡で、転用目的が駐車場及び搬入路です。

農地区分は、中山間地域に存在する農地で、第２種農地に該当し、申請地の他に適

当な代替地がないものと判断しております。 

１２番、申請物件が、天水町の田８７３㎡で、転用目的が倉庫です。農地区分は、

住宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農地に該当し、申請地の他に適当な

代替地がないものと判断しております。 

１３番、親子関係の使用賃借で、申請物件が横島町の田３６８㎡で、転用目的が

個人住宅です。農地区分は、住宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農地に

該当し、申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

 以上１３件、２万８,４４５㎡をご提案申し上げております。申請内容を農地転用

許可基準すべての項目ごとに適応するか否か審査しました結果、いずれも不都合が

ないものと判断しましたのでご提案申し上げております。地元委員さん同道の上、

現地調査を行っておりますので、よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（東 令佐君） 説明が終わりました。受付番号１番より、順次担当委員の説明

をお願いいたします。 

 １番、どうぞ。 

○３番（清田順次君） １番は、さきほど説明がありましたように都市計画道路東側、

市民会館別館の北側、約２万㎡ということで、玉名市の新庁舎及び付属棟を建設す

るものでありまして、１.５ｍの土盛りと駐車場は調整池約３,３１５㎡、北側に調

整池です。取水池は市の浄水場、汚水は公共下水道。周辺の農地、農作業上の問題

もなさそうというようなことで許可相当と判断します。２番についても、さきほど

の説明に基づき、問題なく許可相当と判断いたします。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、３番。 

○３４番（岩永幹生君） ３番の案件については、前回保留となった所有農地へ行くた

めの農道で、転用する案件です。水路の管理者と協議も行われ、橋も架ける用意を

とられており、今回は許可相当と判断します。 

○議長（東 令佐君） 次、４番。 

○１６番（田辺信之君） ４番の案件について説明します。譲受人は不動産業を営んで

います。今回の申請地に建売住宅、そして４棟の建物です。申請地の近隣には東側



－   － 14

には水路を挟んで、圃場整備された農地があります。西、南北側は集落がある区域

の農地です。今後は住宅が増えていく区域と思われます。申請地は南側は市道があ

り、北側と東側には水路があります。西側には農地があります。東西及び南北には

境界をＬ型擁壁で囲み、土砂の流出を防ぎます。建築する家屋もすべて平屋建てで

あり、隣接農地への被害はないと思われます。給水については、市道が通っており

ます。生活排水は合併浄化槽で処理し、側溝に排水する計画です。雨水については

自然浸透となっております。工事につきましても、周辺農地に被害を及ぼさない事

業計画となっています。現地調査の結果、本件は許可相当と判断します。以上です。 

○議長（東 令佐君） ５番。 

○４番（西川英文君） この案件は、住宅と住宅の間にある狭い農地でございまして、

駐車場ということで、採石を敷き、雨水はもう自然浸透させるということで、周辺

に悪影響は出ないと判断いたしました。 

○議長（東 令佐君） 次６番。 

○３番（清田順次君） ６番ですが、両親の住居に隣接し、東側に住宅を建設するもの

であります。北側が市道より１ｍ９０㎝の高台であるというふうなことで、市道側

を掘り下げるというふうなことで進入路並びに車庫を建設すると。雨水は、住宅の

敷地全体を砂利敷き地下浸透と、上下水道は市道に埋設された公共下水道施設に接

続、何ら問題はなく許可相当と判断します。 

７番でございますが、譲受人本人の借地が南側に２６５㎡、それと一帯合わせて

貸倉庫が５０.８㎡、貸車庫が４台分、８０㎡です。給水計画はないということなの

で、排水、雨水は自然浸透とします。許可相当と判断します。 

○議長（東 令佐君） 次、８番。 

○１３番（本田多美子君） この申請地は、小中学校の通学や通勤の便もとてもよくて、

戸建て住宅が近隣にあります。申請人は山鹿市のアパートに住んでおられますが、

子どもの成長とともに自分のふるさとに帰って住宅を構えたいということから申請

されております。給水方法としては市の上水道、生活雑排、汚水は合併浄化槽を設

置して北側水路に。合併浄化槽としては、敷地周囲にコンクリートブロックを設置

して土砂の流出を防ぎます。周辺の田への悪影響はなく、許可相当と判断いたしま

した。以上です。 

○議長（東 令佐君） ９番。 

○１４番（森川正志君） ９番はですね、今回の申請地にですね、公民館及び駐車場を

建設するものです。この公民館建設に当たってはですね、公民館が古くてシロアリ

被害で急遽、公民館を建てにゃいかんということです。給水がまだ引いてないもん

ですから、ボーリングして地下水を取ります。それから生活排水は合併浄化槽を設
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置して、申請地の西側の側溝に流出させ、駐車場等の雨水については、自然浸透を

計画しています。現地の調査結果ですね、周辺の農地に影響を及ぼす恐れもなく、

区にとっては必要な施設の建設であり、許可相当と判断します。 

１０番についてはですね、使用借人と使用貸人がですね、運営する会社の親子関

係で、今回の申請についてはですね、飲食店でございます。申請地はですね、山間

にある農地をで、西側の農地よりも４ｍほど高くなっていますので、被害を及ぼす

ことはないと思います。それから、給水はですね、ボーリングして井戸を掘り、そ

れから生活排水は合併浄化槽を設置して、水路に流出いたします。申請地の東側１

００ｍほど下に下ったところにありますので、そこに井戸の真ん中を掘削して、開

放し水路まで流していくということです。現地の調査結果ですね、何ら問題なく許

可相当と判断します。 

○議長（東 令佐君） １１番。 

○１７番（鍬本勝利君） ４月に転用の申請があったウズラ卵の加工工場へのトラック

の進入路及び従業員の駐車場としての申請です。申請地の北側を従業員駐車場、南

側を通路として利用するものであり、北側隣接地の境界にはブロックを積み、境界

線とし、土砂の流出を防ぐ計画です。通路両側は法面に芝生を植え、土砂の流出な

どを防ぐ計画です。雨水については駐車場は砂利敷きで自然浸透し、通路について

はＵ字溝を設置し、申請地の南側を通る側溝に流す計画です。現地調査の結果、隣

接地への被害防除もできており、本件は許可相当と判断します。以上です。 

○議長（東 令佐君） 次、１２番。 

○３０番（米野旨雄君） １２番の案件について説明いたします。譲受人は商工業、不

動産等の経営を行っている会社であり、今回事業用の商品の保管場所として、トラ

ック用のコンテナを設置し、倉庫として使用するために申請するものです。申請地

は住宅や運送会社が点在する場所であり、道路を水路に囲まれている付近の農地に

被害を及ぼすことはないと思われます。道路の高さを同じにするために１ｍほど盛

土する計画ですが、土砂の流出等はないように工事の際、被害防止に十分注意をす

る計画になっております。現地調査の結果、周辺の被害に及ぼす恐れもなく、許可

相当と判断いたします。 

○議長（東 令佐君） 次、１３番。 

○２５番（田上 均君） 本件の転用目的は、個人住宅建設に伴うものです。申請地の

用地は住宅並びに市道で囲まれた申請地でありまして、第２種農地です。排水処理

については、生活雑排水並びに汚水については、農業集落排水にて処理します。そ

して宅内排水については、排水路へ流すという計画でございます。ということで、

住宅用地としての転用には何ら問題ないと判断するものです。以上です。 
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○議長（東 令佐君） 担当委員の説明が終わりました。ご意見、ご質問はありません

か。はい。 

○７番（永田知博君） ４番について、さっき事務局の説明の中で、第１種農地で圃場

整備が済んであるというような話だったですけど、基本的には大体第１種農地は許

可は下りんとだった。この例外について。 

○事務局長（永井正治君） 概ね１０ヘクタール以上の一団の農地というのを第１種農

地ということで判断しております。第１農地っていうのは、原則不許可でございま

す。しかし、例外措置としてですね、申請地に係る土地の周辺地域において、そこ

で住む人の日常生活上必要な施設で、集落に必要な施設というのは、住宅とかそう

いうのが含まれてきますけども、そういうのが集落に接続して設置されてるという

場合、例外的に許可してもいいですよという例外規定がありますので、今回はそれ

を適用しております。 

○ ７番（永田知博君） 例えば、個人でですね、農家じゃない人が買う場合は、許可

は下りないじゃないですか。第１種農地で圃場整備までしとるなら。 

○事務局長（永井正治君） １種農地でもそういう、接続の場合はＯＫですよと。 

○７番（永田知博君） これは結局、建売だから、例えば何ですか、その商売上の。 

○事務局長（永井正治君） これはですね、宅地の分譲地は許可は下りません。１種農

地はだめです。例えばですけども、建売で家を建てて売る場合は許可ができるとい

う例外規定がありますので。 

○ ７番（永田知博君） 売れる売れんは別として、建てるのはよかわけですかね。 

○事務局長（永井正治君） その建てた後の需要があるかどうかっていうのは、農地法

の転用上の範囲じゃありませんので、農地法上、その転用の許可の法律上の範囲内であ

ればですね、それはもう売れるとか売れないという問題は、事業者との問題ですので。

住宅を建てるという場合は、これはもう当然下りません。ただ、集落がこう広がってい

く部分についてはですね、これはあくまでも集落接続ということで１種農地でも例外的

に許可しますよという判断です。 

○７番（永田知博君） わかりました。ありがとうございました。 

○２番（取本一則君） これは圃場整備と連結整備した地域なんですか。国の補助金も

もらって連結整備、圃場整備した区域だったら当然でけんとですね。だけん圃場整

備はしてない。 

○事務局長（永井正治君） 圃場整備後８年以降であればですね、農振地域を外れれば

転用としては許可されます。 

○４番（西川英文君） 今の関連ですけども、接続ということは宅地に接続ですかね。

宅地が切れたらだめなんですね。 
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○事務局長（永井正治君） 宅地が完全に切れても、この５０ｍ範囲内で続いていけば

という事例があります。 

○３３番（谷川文武君） さっき、建売住宅の件で、いろいろ質問が出ましたけども、

農家の持っとる農地がそがんやって宅地に変わっていってお金が入るっていうこと

はやっぱり農家も潤うっちゅうことだけん、あんまり農業委員会で厳しゅうあれし

たら、ほなよかもんじゃなかっじゃ、もう。農家はいつまっでん厳しか。 

○事務局長（永井正治君） 農地法のですね、趣旨があくまでも農地の食糧を自給する

ための農地を確保するというのが農地法の原則の法律になっておりますので、農業

委員会としては農地を守る方にに極力努めることが私たちの職務と思っておりま

す。ただ、どうしても転用のことになりますと、そこに住む人の居住の問題もあり

ます。定住化もありますので、法の範囲の中で私たちはあくまでも転用許可をきち

っとしていくのが務めだと感じておりますので、どこもこもの転用というのが許さ

れるもんじゃありませんので、あくまでも農地を守るというのが農業委員会の仕事

でございますので、そういうことでご了承していただきたいと思います。 

○議長（東 令佐君） 他にございませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） それではないようでございますので、採決に移ります。農地法

第５条、農地の転用許可申請について、許可相当と意見決定することに異議のない

方は挙手をお願いします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第５６号は許可相当と意見決定する

ことに決定いたしました。 

議第５７号、農用地利用集積計画の決定についてを議題といたします。事務局よ

り説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第５７号、農用地利用集積計画の決定について。農業経

営基盤強化促進法第１８条第１項により平成２４年農用地利用集積計画（案）によ

る利用権の設定等について次のとおり意見決定するものとする。平成２４年９月２

８日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

別紙、農用地利用集積計画（案）のとおり、玉名市長より意見を求められており

ます。１９ページから２０ページまでの１８件の集積です。所有権移転が６件の１

万５，２０９㎡、利用権設定が１１件の３万１,０６４㎡、利用権転貸が１件の２，

１０５㎡で、合計１８件の４万８，３７８㎡の集積でございます。 

（事務局より別紙調査書を個々に説明） 

農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと考えて、
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ご提案申し上げております。よろしくご審議をお願いします。 

○議長（東 令佐君） 事務局の説明が終わりました。ご意見、ご質問はありませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） ないようでございますので、採決に移ります。 

農用地利用集積計画の決定について、原案どおり意見決定することに異議のない

方は挙手をお願いいたします。 

（全員 挙手） 

○議長（東 令佐君） 異議がないものと認め、議第５７号は意見決定することに決定

いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（東 令佐君） 報告第２４号より報告第２６号まで、事務局より説明を求めま

す。 

○事務局長（永井正治君） ２１ページをお願いします。 

報告第２４号、農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について。農地法第１８条

第６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立した旨の通知を受理した

ので報告します。平成２４年９月２８日提出、玉名市農業委員会会長、東令佐。 

今回は、１４件の解約の通知を受理しております。 

続きまして、報告第２５号、農地の形状変更届について。下記農地の形状変更届

がありましたので報告します。平成２４年９月２８日提出、玉名市農業委員会会長、

東令佐。 

今回は、２件の届けを受理しております。５０㎝から６０㎝程度盛土して野菜畑

として利用されるものでございます。 

次に、報告第２６号、許可不要転用届について。下記のとおり許可不要転用届を

受理したので報告します。平成２４年９月２８日提出、玉名市農業委員会会長、東

令佐。 

今回は、携帯電話通話品質改善及び通話エリア拡大による無線基地局建設が１件、

農業用倉庫が２件、計３件の届けを受理しております。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（東 令佐君） 事務局より報告がありました。質問ございませんか。 

（なしの声） 

○議長（東 令佐君） 質問ないようですので、本日の予定していました議案審議と報

告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．その他 
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○議長（東 令佐君） その他で何かございませんか。 

○１９番（大野金生君） ８月以前の案件なんですけど、地権者より、ぜひ質問してく

れとということを承っていますので。 

マンション建築するのに、境界立会依頼ということで突然連絡がありまして、現

地に行ったところが、そこの隣の地権者はマンションの３階建てが建てば、西側の

陽は全く当たらんということで、すごくなんか不安でいらっしゃるので農地を守る

農業委員会として、その辺はどういうふうに考えられておられるか、ちょっと質問

してくれないかということなんです。事前に地権者にはそういったマンションが建

つこと、そういった案件が出たときに、説明しなくていいんですかね。 

○議長（東 令佐君） 当日の状況は、現地確認の折にはどういうことだったのですか。 

○１９番（大野金生君） 現在、基礎工事やってらっしゃいました。私も今日言われた

もんで急に行ったんですけども、西側の日照権ていうんですか、これは本当に無視

されているように感じました。 

○２０番（福田友明君） 今の件ですけどね、日照権は以前お尋ねしましたね、私。熊

本県の場合にはどこまで認められるんですかと。それで、例えば境界からなんぼ離

れたときの。通常太陽っちゅうのは東から西に沈むんだけれども、西側にこういっ

たときに夏と冬によって日影がどこまで許されるのかという問題があるから、熊本

県の場合と当然東京都の場合は日照権の問題あるいはその建ぺい率が変わってくる

とは思いますが、その回答はどうだったんですかね。 

○事務局（二階堂正一郎君） 県のほうの回答なんですけども、農作物の種類とかまた

育成条件、日照時間等が含まれていますので。ケースバイケースでの対応というこ

とで、いわゆる明確な基準はないということでした。そのためにですね、事業計画

書は、ある程度事前にですね、日照通風等に関して、隣接された方に説明を行って、

了承していただけるようにという回答でございました。 

○２０番（福田友明君） 議長、よろしいでしょうか。 

○議長（東 令佐君） はい、どうぞ。 

○２０番（福田友明君） 今の件なんだけども、私と田上一委員それから事務局長もで

すけれど、立ち会いのもとにちょうど夏場ですよね。その際の日照権では、太陽の

沈む角度を見て、このままでは問題ないでしょうというような判断のもとに許可し

たと思うんですがね。夏場の状況ですよ。ただ冬場になると、太陽がますますこう

来るから、非常に日当たりは良好になるだろうということで、境界からなんぼまで

というのは矛盾はしてるけれども、許可相当かなという判断だったと思うんですよ、

この前はね。だけど、今熊本県が言われるみたいにケースバイケースで、建ててい

いんですよとかって、そういうのを本当は建ぺい率とかそういうのはどこまでかっ
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ていうことは、はっきりしていただかないとね、こういう問題がしょっちゅう起き

ますよ、これ。事務局としてはどういうふうに対応するのか。 

○１９番（大野金生君） 農業委員会としての、農地を守る農業委員会が地権者に全然

事前の報告も相談もなしに許可していいのかと、そういう質問です。私たちは報告

する必要があるんじゃないですか。 

○２０番（福田友明君） 多分ね、作物によってその日照権が１日当たり何時間当たる

のかとか、作っている作物によって違うと思うんですよね。 

○議長（東 令佐君） 現在の気持ちはわかりますけれども、許可はもう下りとっとで

すよね。 

○１９番（大野金生君） 農業委員会から許可は下りて、実際担当委員さんも現地を確

認した上で。 

○事務局長（永井正治君） 日照とか通風に関しては、それは多少影響が出るのかなと

いうふうに思います。また県にも相談しましたけれど、作物とか時間とか時期、そ

ういうもので明確な基準がないと、それによってですね、許可を下さないという理

由にはできないと。農地法上はですね、そこまでの基準はありません、正直いいま

して。私たちもですね、いろんな現地確認で回りますけども、できるだけ稲作にし

ても東側に家を建てる場合は少し建物を引いてもらえませんかとか、そういう話は

しております。それ以上は、民事で争うしかありません。これは農地法の判例も出

ております。裁判の判例で、日照権の問題で不許可にする裁判の判例が出ておりま

すけども、それはできないと。農地法上の許可を不許可にすることはできないと、

ただし、あくまでもそれが不服であれば、民事で争うしかもう方法はないという事

例が出ております。例えば日照とか通風というのは、本当に明確な基準ができるの

かっていう疑問もあります。それは、被害を受けられる個人の人の思い一つで１時

間でも光がくるなら作物はとれる、１０時間でも、うちは大丈夫だろうという人も

おられると思います。その判断基準がないもんですから私たちもその問題でですね、

いろいろ県あたりでも議論しとるとですけども、正直言ってその結論は出ておりま

せん。ですから、そういうトラブルがあるような恐れがある案件についてはですね、

やはり隣接者の同意書をですね、きちっと上げてもらうと。基本的に農地法では、

事業者に対して過度の負担をかけてはいけないということで同意書は義務づけられ

ておりません。隣接の同意はですね。農振地域の農用地区域を除外するのには同意

が取ってあると思いますけども、もともと入っていない農用地区域外の農地につい

ての手順については、同意書を提出する義務づけはされておりませんが、やはりこ

ういうトラブルがある、出る恐れがある案件についてはですね、やはり隣接者との

同意は事務局の判断で取っていきたいと考えております。許可した案件については、
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非常に私たちの配慮が足りなかったなという思いもしておりますので、今後はそう

いうことがないようにですね、やはりきちっと書類審査なり、現地調査の段階でも

う少しその日照権に関してはですね、チェックをしていきたいと思います。 

○１９番（大野金生君） 農業委員としてはそういった日照権とかそういったいろんな

問題やトラブル等の判断においては、地権者に前もって相談したほうがいいという

ことですね。 

○事務局長（永井正治君） はい、事務局もですね、書類の点検の段階、あるいは現地

調査の段階で対応していきたいと思います。 

○１９番（大野金生君） はい、わかりました。 

○２０番（福田友明君） 議長、よろしいですか。 

○議長（東 令佐君） はい。 

○２０番（福田友明君） この件の、境界立ち会いのときはですね、双方立ち会ってい

るんですよね。そのとき何が建ちますかっていうこと、今回の地権者にお話があっ

てると思うんです。そんときアパートを建てますよっていうことで、その許可をも

とにですね、杭を打ったりと、そんときの話はもうちゃんとついてたと私たちは認

識してしているわけですよね。だけれども、今度こういうようなことがあるとする

ならばですよ、熊本県の対応というのは、日照権についてはケースバイケースです

よと、こういうようなやり方じゃなくて、どこまで建ぺい率が何ぼで、ここまで許

可してくださいというような条件をね、ちゃんと言わないと農業委員に係る責任は

非常に重いもんがありますんで、その付近についてはですね、事務局長、今後とも

ですね、十分、県のほうと協議していただいて、私たちに負担がかからないように

お願いしたいと思います。以上です。 

○事務局長（永井正治君） 今、言われた建ぺい率とか容積率についてはですね、都市

計画法でかぶっておるところはそれがきちんと規定されていますけども、都市計画

法のかぶっていないところについては、そういう基準はないもんですから、なかな

かここもですね、難しいかなというふうには考えとっとですけども。 

○３３番（谷川文武君） 今、事務局の説明がありましたが、農業委員はそこまで踏む

込むべきじゃなかっじゃなかろうかと思うとです。隣同士ならやっぱり最後は民事

になるわけです。だから隣同士の了解のもとに建物は建てないかんし、農業委員会

がそこまで果たして踏み込んでよかっだろうかと思いますけど。 

○事務局長（永井正治君） あくまでも農業委員会というのは、先ほどからも何回も言

っておりますように、農地を守るというのが第一番の仕事でございますので、農家

は誰にも相談することができずに農業委員会のほうにも言って来られるわけですか

ら、私たちができる範囲はですね、やっぱり当然対応すべきじゃなかろうかと思い
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ますし、農業委員さんにも負担はかかると思いますけども、しかしできる分につい

ては処理していただけばというふうに考えておりますので、今後委員さんにはそう

いう何かあったときはすぐ連絡しますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（東 令佐君） 他にございませんか。 

（なしの声） 

５．閉 会 

○議長（東 令佐君） それでは、ないようですので、終わります。本日は慎重なる審

議ありがとうございました。これをもちまして農業委員会総会を閉会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後３時３９分 
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以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 
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